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明
暗
の
戦
場
を
馳
せ
巡
り

京
都
府

矢

野

美
三
雄

一

生
い
立
ち

兎
追
い
し
か
の
山

子
鮒
釣
り
し
か
の
川

夢
は
今
も
め
ぐ
り
て

忘
れ
が
た
き
故
郷

誠
に
の
ん
び
り
し
た
故
郷
、
牧
歌
的
な
環
境
の
中
に
、

私
は
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
九
月
二
十
日
、
呱こ
こ々

の
声

を
あ
げ
た
。
山
に
囲
ま
れ
た
戸
数
約
五
十
、
隣
村
約
七
十

で
設
け
ら
れ
た
分
校
へ
、
三
年
間
約
一
キ
ロ
の
道
を
通
っ

た
。
一
、
二
、
三
年
の
復
々
式
学
級
で
、
小
学
校
長
満
期

の
老
先
生
が
、
三
年
は
書
き
方
、
二
年
は
読
み
方
、
一
年

は
綴
り
方
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
体
操
や
唱
歌
は
合
同
で
、
歌
も
日
露
戦
争
の

従
軍
歌
「
父
上
母
上
い
ざ
さ
ら
ば
、
私
は
戦
い
に
参
り
ま

す
」
等
愛
国
心
を
賛
え
る
国
粋
主
義
の
一
辺
倒
で
、
今
思

え
ば
よ
く
も
ま
あ
徹
底
的
な
忠
君
愛
国
の
教
育
で
あ
っ
た

と
な
つ
か
し
く
頭
が
下
が
る
。

舞
鶴
軍
港
の
町
と
は
い
え
家
よ
り
海
ま
で
は
三
キ
ロ
も

あ
り
、
裏
山
へ
登
り
、
小
浜
へ
行
く
汽
車
を
眺
め
な
が
ら

自
分
の
体
験
を
友
に
自
慢
し
た
も
の
で
あ
る
。

二

就
職
よ
り
徴
兵
検
査
ま
で

明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
名
提
督
・
東
郷
平
八

郎
元
帥
の
慧
眼
に
よ
り
、
当
地
舞
鶴
に
裏
日
本
の
海
の
鎮

め
と
し
て
第
四
鎮
守
府
が
設
置
さ
れ
た
。
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世
界
の
平
和
が
保
た
れ
た
時
は
直
ぐ
軍
縮
が
叫
ば
れ
、

大
正
十
二
年
、
軍
都
舞
鶴
も
そ
の
大
波
を
受
け
て
不
況
が

襲
っ
て
き
て
、
失
業
者
も
増
え
る
な
ど
暗
い
世
相
と
な

り
、
米
騒
動
が
富
山
県
魚
津
で
起
こ
り
、
そ
れ
が
舞
鶴
ま

で
も
押
し
寄
せ
て
来
た
。
母
が
百
姓
で
作
っ
た
野
菜
を
町

へ
振
り
売
り
に
行
き
、
不
景
気
で
売
れ
行
き
が
悪
い
と
こ

ぼ
し
て
い
た
こ
と
も
思
い
出
す
。
七
つ
や
八
つ
で
不
景
気

が
く
る
と
聞
い
て
も
分
か
ら
ず
、
ど
ん
な
も
の
が
く
る
の

か
な
と
不
思
議
に
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。

小
学
校
も
四
年
か
ら
は
約
三
キ
ロ
先
の
本
校
へ
合
流
し

て
、
海
軍
士
官
や
技
師
の
子
弟
子
女
と
肩
を
並
べ
た
が
、

二
年
間
程
は
ど
う
し
て
も
追
い
つ
け
ず
、
環
境
の
優
劣
が

学
力
の
進
歩
に
こ
た
え
た
よ
う
だ
。
し
か
し
毎
日
の
長
距

離
通
学
で
遠
足
は
得
意
で
あ
っ
た
。
小
学
校
の
成
績
も
余

り
芳
し
く
な
か
っ
た
が
、
父
の
経
済
的
支
援
や
兄
の
社
会

を
見
る
眼
の
理
解
で
、
当
時
で
は
高
等
普
通
教
育
と
い
わ

れ
て
い
た
旧
制
中
学
校
へ
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
に
入

学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

昭
和
七
年
に
日
本
が
傀
儡
帝
国
満
州
を
承
認
し
、
清
国

の
末
帝
宣
統
帝
（

儀
）
を
執
政
と
な
し
、
日
本
の
皇
祖

を
祀
り
、
日
本
の
属
領
化
と
満
州
国
が
東
亜
共
栄
圏
の
基

を
な
し
た
の
で
あ
る
。

中
学
入
学
頃
は
ま
た
ま
た
不
況
で
あ
っ
た
。
日
本
も
活

路
を
満
蒙
に
求
め
、
当
地
も
軍
備
の
充
実
に
応
じ
満
州
守

備
の
陸
軍
精
鋭
部
隊
が
舞
鶴
軍
港
よ
り
渡
満
し
た
。

何
と
言
っ
て
も
舞
鶴
は
海
軍
様
で
あ
る
。
昭
和
十
年
、

中
学
卒
業
と
同
時
に
安
定
株
の
舞
鶴
海
軍
工
廠
（
解
説
）

に
就
職
し
た
。

私
は
昭
和
十
一
年
徴
兵
検
査
で
、
幸
い
に
も
学
校
教
練

も
合
格
し
て
い
る
の
で
、
あ
わ
よ
く
ば
軍
国
の
花
形
の
甲

幹
に
合
格
し
青
年
将
校
を
夢
に
抱
い
て
い
た
が
、
い
か
ん

せ
ん
体
重
不
足
で
「
丙
種
合
格
」
第
二
国
民
兵
役
で
残
念

で
あ
っ
た
。

三

従
軍
の
決
意

満
州
事
変
よ
り
支
那
事
変
（
後
の
日
中
戦
争
）
に
進

み
、
不
拡
大
方
針
と
言
い
つ
つ
も
戦
火
は
さ
ら
に
広
が
り

収
拾
も
つ
か
ぬ
泥
沼
戦
争
と
な
つ
た
。
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私
は
地
域
で
青
年
団
活
動
を
し
て
い
た
た
め
、
工
廠
内

に
も
舞
廠
青
年
団
が
結
成
さ
れ
、
私
の
会
計
部
は
支
部
長

が
上
司
の
主
計
少
佐
で
私
も
役
員
で
あ
っ
た
。

戦
局
進
ん
だ
昭
和
十
七
年
一
月
初
め
に
、
上
司
よ
り

「
君
、
南
方
の
特
設
海
軍
経
理
部
の
要
員
に
行
か
ぬ
か
。

軍
属
と
は
い
え
拳
銃
も
貸
与
さ
れ
、
年
一
回
飛
行
機
で
内

地
出
張
も
あ
る
」
と
。

事
重
大
に
な
る
と
誰
で
も
迷
う
が
、
私
は
去
就
を
街
頭

の
易
者
に
か
け
た
。
易
の
卦
は
「
蛟
竜
地
に
潜
み
出
で

ず
」
と
出
た
。
友
の
多
く
は
中
国
大
陸
で
銃
を
執
り
勇
ま

し
く
戦
死
し
て
い
る
の
に
、
我
が
家
は
三
人
の
男
子
、
一

人
も
従
軍
し
て
い
な
い
で
は
な
い
か
、
世
間
体
も
あ
る
か

ら
私
の
独
断
で
「
従
軍
し
ま
す
」
と
答
え
た
。

家
に
帰
り
話
を
す
る
と
、
さ
す
が
に
父
は
男
、
頑
張
れ

の
一
言
で
、
母
は
悲
し
さ
の
余
り
寝
付
い
た
。

四

故
郷
を
後
に

昭
和
十
七
年
二
月
十
日
、
工
廠
よ
り
外
地
派
遣
は
開
戦

後
日
も
浅
く
前
例
が
な
か
っ
た
が
、
出
発
に
当
た
っ
て
会

計
部
長
主
計
大
佐
の
案
内
で
工
廠
少
将
閣
下
に
申
告
に
参

上
、
工
廠
の
名
誉
を
汚
す
こ
と
な
く
粉
骨
砕
身
君
国
に
報

ぜ
よ
と
訓
示
を
受
け
た
。

昭
和
十
七
年
二
月
十
一
日
、
紀
元
節
の
佳
き
日
、
郷
党

の
肉
親
、
親
戚
、
知
己
に
励
ま
さ
れ
、
軍
属
従
軍
で
あ
る

が
郷
土
の
氏
神
様
に
詣
で
万
歳
を
し
て
も
ら
っ
た
。

甥
が
昭
和
軍
刀
（
当
時
と
し
て
は
大
金
七
十
五
円
の
父

の
贈
物
）
を
背
負
い
駅
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
。
歓
呼
の
声

で
郷
里
「
新
舞
鶴
駅
」
を
発
つ
。
同
行
の
友
が
京
都
に
親

戚
が
あ
る
の
で
そ
こ
へ
お
別
れ
に
寄
る
と
の
こ
と
で
、
厚

か
ま
し
く
も
訪
れ
御
馳
走
に
な
っ
た
。

当
時
と
し
て
は
軍
優
先
の
こ
と
故
、
旅
費
も
た
っ
ぷ
り

で
、
山
陽
線
を
夜
行
で
突
っ
走
り
、
十
二
日
に
集
結
地
点

に
到
着
し
た
。
舞
鶴
と
違
い
呉
は
大
都
市
で
海
軍
の
大
基

地
、
軍
港
内
を
海
軍
専
用
の
汽
車
が
走
っ
て
お
り
、
尋
ね

尋
ね
宿
舎
海
光
会
へ
入
っ
た
。

五

特
設
海
軍
経
理
部

二
月
十
二
日
、
私
は
満
年
齢
二
十
六
歳
で
、
今
か
ら
言

144



 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1518 145 89/03/10/09:36:39 H

E
G
U
1518 bun p142-

え
ば
六
十
年
前
、
元
気
で
や
る
気
も
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ

た
。
旅
の
疲
れ
も
な
ん
の
そ
の
、
指
示
さ
れ
た
通
り
第
百

二
海
軍
経
理
部
設
立
事
務
所
の
呉
海
軍
軍
需
部
へ
出
頭
し

た
。
そ
し
て
経
理
部
の
庶
務
主
任
に
申
告
し
た
。

特
設
経
理
部
は
百
一
経
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
百
二
経
は

ス
ラ
バ
ヤ
、
百
三
経
は
マ
ニ
ラ
が
本
部
で
百
二
経
は
支
部

が
ボ
ル
ネ
オ
島
の
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
と
セ
レ
ベ
ス
島
の
マ

カ
ッ
サ
ル
に
あ
っ
た
。
希
望
で
私
は
油
の
都
バ
リ
ッ
ク
パ

パ
ン
に
配
属
さ
れ
た
。
こ
れ
が
運
命
の
明
暗
と
は
神
な
ら

ぬ
身
の
知
る
よ
し
も
が
な
で
あ
っ
た
。
百
二
経
は
人
事
や

物
品
所
管
は
呉
鎮
守
府
で
、
所
属
の
命
令
や
区
処
は
第
二

南
遣
艦
隊
司
令
長
官
よ
り
受
け
る
の
で
あ
っ
た
。

私
は
海
軍
工
廠
よ
り
の
転
属
者
で
あ
る
た
め
経
理
部
の

業
務
推
進
の
中
枢
で
あ
る
と
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
海
軍

諸
例
則
（
解
説
）
会
計
法
規
の
勉
強
も
し
た
。

海
軍
は
軍
人
が
優
位
で
あ
る
が
、
軍
属
も
高
等
文
官
、

判
任
文
官
、
雇
員
、
傭
人
、
工
員
、
鉱
員
と
大
別
さ
れ
、

ま
た
商
社
よ
り
の
嘱
託
者
も
奏
任
、
判
任
、
雇
員
待
遇
と

あ
っ
た
。
私
は
工
廠
の
工
員
よ
り
経
理
部
の
雇
員
に
身
分

変
更
の
際
、
工
員
日
給
二
十
八
日
分
が
月
給
と
な
り
、
戦

時
増
俸
も
本
給
の
十
五
割
支
給
さ
れ
た
。
こ
れ
を
工
廠
の

工
員
に
比
べ
る
と
工
員
の
最
上
級
工
長
（
海
軍
部
内
限
判

任
官
待
遇
）
と
同
額
で
あ
っ
た
。
海
軍
経
理
部
の
任
務
は

要
は
兵
站
で
あ
る
。

軍
が
攻
撃
占
領
し
軍
政
を
行
い
、
治
安
が
回
復
す
る
ま

で
経
理
部
が
日
本
銀
行
代
理
業
務
や
南
方
開
発
金
庫
券
の

保
管
や
軍
用
郵
便
所
資
金
等
の
交
付
も
し
て
い
た
。

本
省
経
理
局
よ
り
経
理
部
が
経
費
の
分
割
を
受
け
、
艦

船
部
隊
の
予
決
算
整
理
、
給
与
支
払
、
軍
需
物
資
・
被

服
・
食
糧
の
調
達
や
代
金
支
払
、
恤じゅっ
兵ぺい
品ひん
や
戦
時
特
別

給
与
品
の
取
り
扱
い
、
酒
保
物
品
か
ら
敵
産
押
収
品
の
整

理
、
海
軍
徴
傭
船
舶
に
対
し
て
船
用
金
の
立
替
払
い
、
さ

ら
に
艦
船
部
隊
の
会
計
経
理
の
指
導
監
督
等
々
大
変
多
岐

多
様
で
、
戦
地
の
経
済
や
金
融
状
態
も
海
軍
民
政
部
と
協

力
し
、
そ
の
調
査
研
究
も
し
た
。

六

航
程
千
里

二
月
二
十
五
日
、
出
港
と
の
内
示
を
受
け
た
の
で
、
早
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速
公
衆
電
話
で
郷
里
市
役
所
の
兄
に
そ
れ
と
な
く
知
ら
そ

う
と
し
た
が
、
通
信
管
制
で
不
能
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
警

察
ま
で
知
ら
せ
、
さ
ら
に
市
役
所
へ
と
悪
知
恵
（
？
）
を

働
か
せ
て
、
所
轄
警
察
ま
で
は
つ
な
が
っ
た
が
警
察
よ
り

市
役
所
へ
つ
な
ぐ
の
に
用
件
を
言
え
と
の
こ
と
。
防
諜
や

か
ま
し
い
そ
の
頃
の
こ
と
、
ひ
っ
か
か
っ
て
は
申
し
訳
な

し
と
断
念
し
た
。

私
の
生
涯
で
幾
多
の
ミ
ス
や
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
が
刑

法
軍
機
保
護
法
に
抵
触
し
な
く
て
よ
か
っ
た
。

二
月
二
十
四
日
、
呉
軍
港
陸
岸
係
留
の
海
軍
徴
傭
船
舶

「
東
京
丸
」（
六
四
七
一
ト
ン
）
に
乗
船
し
た
が
、
そ
の
前

日
は
全
員
で
酒
保
物
品
の
ビ
ー
ル
箱
の
積
み
込
み
の
使
役

で
、
背
広
姿
で
の
慣
れ
ぬ
作
業
で
あ
っ
た
。

ど
う
も
作
業
後
胸
が
痛
む
の
で
第
一
〇
二
病
院
長
の
軍

医
中
佐
の
診
察
を
受
け
た
が
「
何
か
胸
を
圧
迫
し
な
か
っ

た
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
の
で
詳
細
を
申
し
述
べ
た
が
「
そ

れ
だ
」
と
言
わ
れ
安
心
し
た
。

二
月
二
十
五
日
、
一
応
呉
軍
港
を
出
帆
し
た
が
、
翌
朝

目
が
覚
め
て
も
ま
だ
軍
港
内
で
あ
っ
た
。
防
諜
上
軍
港
内

を
旋
回
し
て
い
た
と
後
日
耳
に
し
た
。

便
乗
者
は
い
ず
れ
も
蘭
領
へ
行
く
経
理
部
、
軍
需
部
、

燃
料
廠
、
病
院
等
の
数
百
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
も
病

院
の
従
軍
看
護
婦
の
一
団
は
男
ば
か
り
の
殺
伐
さ
に
和
や

か
さ
を
与
え
て
く
れ
て
一
抹
の
楽
し
さ
も
あ
っ
た
。

私
の
身
分
は
雇
員
で
兵
並
み
で
、
高
い
仮
設
階
段
を
降

り
た
船
底
の
雑
居
の
居
住
区
で
、
暑
さ
も
南
下
す
る
と
共

に
増
し
と
て
も
苦
し
か
っ
た
。
蒸
し
風
呂
と
は
こ
の
こ
と

か
。
海
軍
の
階
級
は
厳
し
く
準
士
官
以
上
は
船
橋
の
風
通

し
の
良
い
所
で
扇
風
機
が
ぶ
ん
ぶ
ん
回
っ
て
い
た
。
海
軍

の
判
任
官
や
下
士
官
は
同
じ
船
倉
で
も
少
し
広
く
、
い
く

ら
か
良
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
と
て
も
暑
く
て
安
眠
で
き
ぬ

か
ら
上
甲
板
へ
毛
布
を
持
っ
て
上
が
り
、
仕
事
も
な
い
の

で
つ
い
ビ
ー
ル
を
暑
気
払
い
に
（
充
分
な
給
与
で
お
金
も

あ
る
か
ら
）
た
ら
ふ
く
飲
ん
だ
。
当
時
は
冷
蔵
庫
も
充
分

で
な
く
、
し
か
も
氷
の
冷
蔵
庫
で
あ
っ
た
。
毎
日
食
事
は

皮
は
ぎ
の
煮
付
け
で
、
余
り
運
動
し
な
い
け
れ
ど
も
た
ん

の
う
す
る
程
食
べ
た
。

船
の
武
装
は
い
か
に
勝
ち
戦
と
は
い
え
軍
船
の
航
海
で
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あ
る
が
、
退
役
の
海
軍
大
佐
が
指
揮
官
兼
分
隊
長
で
、
兵

曹
長
の
分
隊
士
、
下
士
官
、
兵
十
人
程
の
警
乗
員
で
木
製

の
擬
装
大
砲
が
一
門
据
え
て
あ
る
の
み
で
心
細
い
極
み

で
、
こ
れ
で
は
日
露
戦
争
の
「
常
陸
丸
」
以
下
で
あ
る
。

軍
歌
に
「
あ
あ
堂
々
の
輸
送
船
云
々
」
と
あ
っ
た
が
、
私

の
便
乗
船
は
た
っ
た
一
隻
で
、
護
衛
の
駆
逐
艦
も
飛
行
機

の
空
中
警
戒
も
な
く
、
豊
後
水
道
を
真
っ
直
に
南
下
し

た
。私

は
海
軍
工
廠
に
就
職
し
、
海
辺
近
く
で
成
人
し
た
と

は
い
え
、
船
に
乗
っ
た
の
は
湾
内
定
期
船
と
、
小
学
六
年

の
頃
「
天
の
橋
立
」
へ
海
軍
の
運
搬
船
で
行
っ
た
こ
と
、

お
よ
び
中
学
卒
業
の
年
、
満
州
旅
行
に
日
本
海
を
横
断
し

た
二
日
の
航
海
の
み
で
経
験
に
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
は
日
本
海
軍
優
勢
の
昭
和
十
七
年
三
月
頃
で
あ

る
。
一
望
千
里
の
大
海
原
で
鷗
の
群
れ
や
木
片
を
浮
き
に

渡
海
す
る
燕
の
忍
耐
力
、
体
力
、
知
恵
に
感
心
し
た
り
の

航
海
で
あ
っ
た
。

途
中
行
き
交
う
輸
送
船
も
「
日
の
丸
」
を
高
々
と
掲

げ
、
互
い
に
航
路
安
全
を
祈
り
合
い
、
同
じ
大
和
民
族
な

れ
ば
こ
そ
と
親
密
と
力
強
さ
を
一ひと
入しお
感
じ
た
。
さ
れ
ど
戦

時
下
の
航
海
で
あ
る
た
め
無
防
備
と
は
い
え
、
警
乗
員
の

精
い
っ
ぱ
い
の
対
空
対
潜
で
ま
あ
ま
あ
安
心
で
あ
っ
た
。

先
行
の
船
が
捨
て
た
ビ
ー
ル
瓶
の
浮
沈
を
、
敵
の
潜
水
艦

の
潜
望
鏡
と
誤
認
し
、
一
騒
ぎ
し
て
肝
を
冷
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
三
月
の
初
め
、
だ
ん
だ
ん
暑
さ
が
加
わ
っ
て
来

た
の
で
台
湾
沖
で
防
暑
服
に
着
替
え
た
。

七

初
上
陸

昭
和
十
七
年
三
月
四
日
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ダ
バ
オ
へ
寄

港
し
た
。
私
ら
下
級
の
軍
属
は
、
陸
地
を
眼
前
に
見
て
も

序
列
階
級
別
が
あ
り
、
上
陸
に
は
な
か
な
か
順
番
が
回
っ

て
こ
な
か
っ
た
。
士
官
、
高
等
文
官
、
判
任
文
官
と
つ
づ

き
や
っ
と
三
日
目
位
で
上
陸
が
許
さ
れ
た
が
、
同
島
は
米

国
の
領
土
で
、
日
本
海
軍
が
躍
起
に
な
っ
て
攻
撃
占
領
し

た
所
で
あ
る
。
戦
塵
ま
だ
も
う
も
う
で
あ
っ
た
。
波
止
場

で
は
陸
戦
隊
が
執
銃
で
警
戒
し
て
い
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に

よ
れ
ば
同
地
の
日
本
居
留
民
は
原
住
民
の
蜂
起
に
て
虐
殺

さ
れ
た
そ
う
で
自
警
団
を
つ
く
り
自
衛
し
て
い
た
。
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私
た
ち
は
警
備
の
海
軍
兵
に
守
ら
れ
街
の
見
物
に
行
っ

た
。
初
め
て
目
に
し
足
で
踏
み
締
め
る
南
洋
の
地
、
多
雨

高
温
で
育
っ
た
深
緑
の
樹
木
、
底
知
れ
ぬ
濃
紺
の
深
海
、

誠
に
不
思
議
な
島
で
あ
っ
た
。

我
が
軍
が
攻
撃
し
て
破
壊
し
た
水
道
の
余
滴
を
集
め
、

久
し
ぶ
り
に
陸
上
で
の
水
浴
は
気
持
ち
が
良
か
っ
た
。

街
路
樹
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
路
の
ア
ー
チ
を
な
し
て

自
然
の
涼
し
さ
を
与
え
て
く
れ
、
果
物
も
マ
ン
ゴ
ー
、
バ

ナ
ナ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
等
、
生
ま
れ
て
初
め
て
賞
味
す
る

も
の
も
あ
り
、
食
べ
物
天
国
で
あ
っ
た
。

原
住
民
は
嘗
て
は
ス
ペ
イ
ン
に
征
服
さ
れ
、
米
国
に
な

び
き
、
今
度
は
日
本
に
屈
服
す
る
と
い
う
悲
運
で
あ
る

が
、
長
い
も
の
に
は
巻
か
れ
よ
、
か
。
表
面
的
に
は
お
と

な
し
く
見
え
た
。

三
月
九
日
、
蘭
印
降
伏
、
十
二
日
、
セ
レ
ベ
ス
へ
向
か

う
。

八

仮
入
部
よ
り
開
庁
ま
で

三
月
十
五
日
「
東
京
丸
」
は
セ
レ
ベ
ス
島
マ
カ
ッ
サ
ル

に
寄
港
、
同
地
の
マ
カ
ッ
サ
ル
支
部
要
員
は
下
船
し
た
。

三
月
三
十
日
、
私
ら
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
支
部
よ
り
果
物

等
の
充
分
な
接
待
を
受
け
た
。
同
日
よ
り
四
月
二
十
四
日

ま
で
マ
カ
ッ
サ
ル
支
部
へ
仮
入
部
し
た
が
、
判
任
文
官
以

下
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土
間
に
ア
ン
ペ
ラ
を
敷
き
毛
布
に

く
る
ま
っ
て
就
寝
し
た
。
偉
い
方
は
水
交
社
泊
ま
り
で
大

き
な
違
い
で
あ
っ
た
。

巡
検
は
マ
カ
ッ
サ
ル
支
部
長
主
計
少
佐
よ
り
厳
し
く
受

け
た
が
滞
在
中
の
四
日
間
は
何
ら
仕
事
は
な
か
っ
た
。
日

本
軍
攻
略
の
際
、
少
し
戦
災
を
受
け
た
マ
カ
ッ
サ
ル
市
内

を
散
策
、
買
物
、
プ
ー
ル
で
の
水
泳
な
ど
す
こ
ぶ
る
楽
し

く
、
食
事
も
陸
上
で
あ
り
お
い
し
か
っ
た
。

二
十
五
日
、
輸
送
船
「
興
安
丸
」
に
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン

支
部
要
員
は
乗
船
、
マ
カ
ッ
サ
ル
支
部
に
お
礼
の
言
葉
を

残
し
出
港
し
た
。

細
心
に
用
心
し
て
の
航
海
で
二
日
か
か
っ
て
二
十
七
日

任
地
に
到
着
、
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
し
て
宿
舎
に
入
る
。
と

こ
ろ
が
電
気
は
断
線
、
水
道
も
断
水
と
誠
に
あ
わ
れ
で
、

蝋
燭
で
照
明
を
と
り
、
二
十
八
日
に
は
看
板
を
か
か
げ
て
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開
庁
し
た
。

九

ボ
ル
ネ
オ
島
の
こ
と
な
ど

当
地
は
石
油
王
国
の
メ
ッ
カ
と
も
い
う
べ
き
所
で
、
油

タ
ン
ク
の
林
立
し
て
い
る
様
子
は
壮
観
無
比
で
特
設
海
軍

燃
料
廠
が
採
油
精
製
し
、
特
別
根
拠
地
隊
が
警
備
し
、
日

本
へ
供
給
し
て
い
た
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
だ
ま
し
討
ち
に
て
緒
戦
で

勝
ち
を
し
め
た
と
は
い
え
、
持
た
ざ
る
日
本
は
石
油
資
源

を
南
方
に
求
め
、
そ
の
開
発
で
軍
艦
、
飛
行
機
を
動
か

し
、
当
時
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
ガ
ソ
リ
ン
の
一
滴
は
血

の
一
滴
」
に
相
当
す
る
と
い
う
哀
れ
な
貧
乏
国
日
本
で

あ
っ
た
。

開
戦
後
一
年
位
は
給
油
艦
補
給
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十

七
年
末
に
は
軍
艦
直
接
給
油
と
い
う
苦
し
さ
で
あ
っ
た
。

私
は
同
島
で
四
年
余
り
生
活
し
戦
闘
し
た
。

ル
ソ
ン
の
海
賊
船
で
悪
名
高
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
す
ぐ
南

の
大
島
ボ
ル
ネ
オ
は
、「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
で
有
名
な

ジ
ャ
ワ
よ
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
未
開
発
地
で
あ
る
。
そ
し

て
オ
ラ
ン
ダ
の
東
洋
征
服
の
前
進
基
地
で
、
豊
富
な
石
油

資
源
は
宝
の
島
、
ド
ル
箱
で
あ
っ
た
。
し
か
し
オ
ラ
ン
ダ

も
中
々
内
部
の
開
発
ま
で
は
手
が
延
び
な
か
っ
た
。

バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
と
い
う
の
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
板
が
く
つ
が
え
る
」
と
い
う
意
味
だ
が
、
こ
の
入
り
口

の
浅
い
湾
に
面
し
た
土
地
は
南
方
と
し
て
は
比
較
的
海
が

荒
れ
る
の
で
こ
の
名
称
に
な
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族

は
イ
ス
ラ
ム
教
の
信
者
で
、
肉
類
特
に
豚
肉
は
い
や
が
ら

れ
て
、
言
葉
に
出
し
て
も
顰ひん
蹙しゅくを
買
っ
た
。

船
中
は
勿
論
、
開
庁
後
も
配
属
さ
れ
た
通
訳
か
ら
簡
単

な
テ
キ
ス
ト
で
現
地
の
言
葉
の
教
育
を
受
け
た
。
例
え

ば
、
人
「
オ
ラ
ン
」、
魚
「
イ
カ
ン
」、
飯
「
ナ
シ
」、
男

「
ラ
キ
ラ
キ
」、
女
「
プ
ル
ン
プ
ア
ン
」、
子
供
「
ア
ナ
ッ

ク
」、
ミ
ス
タ
ー
「
ト
ア
ン
」、
ミ
セ
ス
「
ニ
ョ
ナ
」
と
誠

に
簡
単
な
よ
う
で
難
し
く
、
飯
も
魚
も
駄
目
、
人
は
オ
ラ

ン
、
困
っ
た
こ
と
だ
と
話
し
合
っ
た
。
熱
帯
の
赤
道
直
下

で
あ
る
。
男
女
共
に
原
色
の
き
つ
い
サ
ロ
ン
と
い
う
腰
巻

を
し
て
い
る
。
水
浴
の
バ
ス
タ
オ
ル
に
も
な
り
、
日
除
け

の
帽
子
代
用
と
は
好
都
合
で
あ
っ
た
。

149



 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1518 150 89/03/10/09:36:39 H

E
G
U
1518 bun p142-

当
地
は
蛇
行
す
る
大
河
マ
ハ
カ
ム
の
河
口
に
あ
っ
た
、

満
々
た
る
水
を
た
た
え
る
悠
々
た
る
水
域
で
、
ど
っ
し
り

し
た
感
じ
の
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

上
流
の
テ
ン
ガ
ロ
ン
に
は
今
だ
に
王
候
が
君
臨
し
て
い

て
優
雅
な
生
活
を
営
み
、
ま
た
天
然
資
源
と
し
て
装
飾

用
、
工
業
用
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
産
出
す
る
。
こ
れ
は
当
時

日
本
海
軍
が
渇
望
し
て
い
た
の
で
警
備
隊
が
押
収
し
、
飛

行
機
で
海
軍
省
経
理
局
へ
金
細
工
品
と
共
に
送
っ
た
こ
と

も
経
理
部
の
任
務
と
し
て
二
、
三
回
あ
っ
た
。

十

経
理
部
の
勤
務

日
本
も
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
包
囲
線
で
滅
亡
か
ら
防
ぐ
に
は
、

螂
カマキリ

の
斧
と
は
い
え
強
大
国
に
刃
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
勝
国
（
？
）
横
暴
で
時
差
も
勝
手
に
日
本
時
間
に
合

わ
せ
た
の
で
あ
る
。
常
夏
で
赤
道
直
下
の
当
地
で
、
一
時

間
早
く
夜
が
明
け
る
の
に
、
か
つ
て
日
本
で
実
施
さ
れ
一

般
に
悪
評
を
買
っ
た
サ
マ
ー
タ
イ
ム
で
あ
っ
た
。
朝
の

「
総
員
起
こ
し
」
も
部
隊
並
で
、
当
直
将
校
、
副
直
将
校

に
な
ら
っ
て
当
直
員
、
副
直
員
が
判
任
官
、
雇
員
で
割
り

当
て
ら
れ
、
私
は
雇
員
の
先
任
の
た
め
判
任
官
並
の
当
直

員
で
あ
っ
た
。
若
い
勤
務
員
達
は
な
か
な
か
眼
を
覚
ま
さ

ず
、
当
直
員
は
最
初
は
苦
労
で
あ
っ
た
。
定
刻
に
な
る
と

副
直
員
は
「
総
員
起
こ
し

」
の
号
令
で
各
一
、
二
、

三
、
四
寮
を
巡
回
連
呼
し
、
眠
い
若
者
達
を
起
こ
し
た
。

庁
舎
と
宿
舎
の
間
は
ほ
ん
の
百
メ
ー
ト
ル
程
で
楽
で

あ
っ
た
が
、

拝
、
宣
誓
そ
し
て
体
操
後
宿
舎
に
帰
っ
て

朝
食
、
八
時
半
に
出
勤
し
、
部
員
の
「
課
業
始
め

」
の

号
令
で
仕
事
に
就
い
た
。
正
午
に
な
る
と
一
旦
宿
舎
へ
戻

り
昼
食
、
灼
熱
の
熱
帯
地
で
あ
る
か
ら
仮
眠
休
養
し
な
け

れ
ば
体
が
も
た
な
い
。
そ
れ
で
二
時
間
の
午
睡
後
再
び
三

時
過
ぎ
に
登
庁
し
午
前
中
に
続
き
執
務
し
た
。
大
体
午
後

二
時
間
で
勤
務
が
終
わ
る
。
別
科
と
し
て
バ
レ
ー
や
野

球
、
軍
歌
を
楽
し
ん
だ
。

月
曜
よ
り
金
曜
ま
で
は
終
日
、
土
曜
日
は
午
前
中
で
、

日
曜
は
全
体
で
外
出
す
る
な
ど
す
こ
ぶ
る
オ
ー
プ
ン
で
自

由
な
生
活
が
敵
の
空
襲
ま
で
は
続
い
た
。

昭
和
十
七
年
四
月
十
二
日
、
開
庁
し
て
か
ら
約
半
月
た

ち
や
っ
と
業
務
に
な
れ
た
頃
、
侍
従
武
官
の
御
差
遣
を
受
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け
、
恩
賜
の
煙
草
を
下
賜
さ
れ
感
涙
に
む
せ
ん
だ
。
禁
煙

主
義
の
私
は
故
郷
の
兄
へ
全
部
送
っ
て
喜
ん
で
も
ら
っ

た
。

十
一

初
空
襲

昭
和
十
八
年
八
月
十
三
日
深
夜
、
Ｂ
24
数
機
が
来
襲
し

た
。
私
の
生
涯
の
初
体
験
で
肝
を
冷
し
た
。
当
夜
副
直
員

は
支
那
事
変
で
敵
の
襲
撃
を
体
験
し
て
い
る
古
強
者
で

あ
っ
た
の
で
、
敵
機
の
飛
行
機
音
と
防
空
砲
台
よ
り
打
ち

上
げ
る
砲
声
に
て
一
大
事
と
判
断
「
敵
襲

敵
襲

」

と
連
呼
し
て
皆
の
眠
り
を
覚
ま
し
た
。

空
襲
の
恐
ろ
し
さ
を
知
ら
ぬ
新
参
の
軍
属
達
は
宿
舎
の

陰
よ
り
空
を
見
上
げ
、
蛸
の
足
の
よ
う
に
開
く
高
射
砲
弾

に
見
と
れ
て
い
た
。
戦
果
は
な
く
被
害
が
若
干
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
翌
朝
の
課
業
整
列
に
支
部
長
よ
り
「
空
襲
の

際
は
経
理
部
は
非
戦
闘
員
で
あ
る
か
ら
逸
早
く
防
空
壕
に

入
り
身
の
安
全
を
は
か
れ
。
お
鍋
の
破
片
の
よ
う
に
鋭
い

味
方
の
砲
弾
片
が
降
っ
て
く
る
。
味
方
の
弾
で
戦
死
は
犬

死
で
あ
る
。
注
意
せ
よ
」
と
訓
示
が
あ
っ
た
。
同
時
に
昨

夜
の
副
直
員
の
臨
機
応
変
の
処
置
は
立
派
で
あ
っ
た
と
褒

め
ら
れ
、
こ
の
一
事
が
そ
の
後
の
彼
の
書
記
任
官
に
つ
な

が
っ
た
。

初
空
襲
以
後
の
主
な
空
襲
は
、
九
月
三
十
日
、
Ｂ
24
七

十
二
機
、
十
月
三
日
、
Ｂ
24
数
機
、
十
月
十
日
、
Ｂ
24
百

七
機
、
Ｐ
38
十
一
機
、
Ｂ
47
十
六
機
、
十
四
日
、
Ｂ
24
九

十
八
機
な
ど
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
九
年
に
入
る
と
燃
料
廠

を
狙
っ
て
連
日
連
夜
の
定
期
便
で
、
私
は
そ
の
様
子
を
詳

細
に
私
本
戦
時
日
誌
と
し
て
書
い
て
い
た
。
そ
れ
も
引
揚

げ
の
際
の
持
ち
物
検
査
で
、
書
類
は
絶
対
持
ち
帰
り
厳
禁

で
、
違
反
者
は
戦
犯
に
す
る
と
脅
か
さ
れ
、
尊
い
そ
の
資

料
も
焼
い
て
し
ま
っ
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
残
念
で
あ
っ

た
。

十
二

戦
闘
態
勢
に
入
る

昭
和
二
十
年
五
月
一
日
、
対
戦
準
備
に
入
り
、
灘
軍
司

令
官
よ
り
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
在
住
の
軍
属
、
一
般
邦
人
に

対
し
臨
時
召
集
（
防
衛
召
集
）
が
発
令
さ
れ
、
陸
軍
軍
籍

を
取
得
し
た
。
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経
理
部
は
陸
軍
に
召
集
さ
れ
、
二
等
兵
が
海
軍
主
計
隊

配
属
と
い
う
陸
海
混
の
身
分
で
あ
っ
た
。
経
理
部
の
男
子

理
事
生
の
中
に
は
陸
軍
の
乙
幹
の
軍
曹
も
い
た
し
将
校
も

い
て
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
軍
曹
の
衿
章
を
つ

け
軍
刀
を
提
げ
威
張
っ
て
い
た
。

バ
リ
ッ
ク
の
部
隊
は
第
二
警
備
部
隊
と
称
さ
れ
、
事
前

調
査
に
よ
る
と
主
力
は
海
軍
兵
が
約
三
千
九
百
人
、
う
ち

千
五
百
人
が
陸
戦
隊
、
残
り
二
千
四
百
人
は
高
射
砲
航
空

隊
で
、
タ
ラ
カ
ン
よ
り
到
着
の
陸
軍
一
個
大
隊
千
五
百

人
、
そ
し
て
千
百
人
の
日
本
人
、
千
人
の
台
湾
人
で
あ
っ

た
。海

軍
の
第
二
十
二
特
別
根
拠
地
隊
司
令
官
が
最
高
指
揮

官
で
将
官
は
第
百
二
海
軍
燃
料
廠
長
の
海
軍
少
将
の
二
人

で
あ
っ
た
。

燃
料
廠
会
計
部
、
経
理
部
、
軍
需
部
、
第
二
十
一
糧
食

生
産
隊
、
台
湾
銀
行
と
、
そ
れ
に
純
然
た
る
部
隊
組
織
の

第
二
十
二
特
別
根
拠
地
隊
主
計
科
分
隊
が
加
わ
り
、
先
任

の
燃
料
廠
会
計
部
長
（
経
理
部
支
部
長
兼
務
）
主
計
大
佐

が
主
計
隊
長
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
年
六
月
十
五
日
、
敵
艦
現
れ
て
か
ら
後
で
あ

る
が
、
私
等
経
理
部
も
主
計
隊
の
一
部
で
あ
る
か
ら
、
戦

闘
と
な
れ
ば
当
然
糧
食
の
炊
き
出
し
や
第
一
線
へ
の
配
給

と
い
う
任
務
に
つ
い
た
。

そ
れ
で
も
私
は
経
理
部
の
給
与
係
で
あ
っ
た
の
で
、
重

い
軍
票
を
苦
力
に
担
わ
せ
山
中
を
彷
徨
し
た
。

十
三

敵
艦
見
ゆ

昭
和
十
八
年
八
月
十
三
日
の
初
空
襲
以
来
、
十
九
年
、

二
十
年
と
定
期
便
の
空
襲
が
あ
り
、
本
務
の
艦
隊
経
費
の

整
理
や
給
与
支
払
、
物
品
購
入
な
ど
も
、
朝
に
一
筆
書
け

ば
昼
間
に
は
空
襲
警
報
発
令
、
す
ぐ
さ
ま
帳
簿
を
袋
に
入

れ
て
庁
舎
裏
の
苦
力
に
二
年
近
く
か
か
っ
て
土
盛
り
さ
せ

た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
防
空
壕
（
現
実
は
砂
上
の
楼
閣
）
へ

搬
入
し
、
事
務
中
断
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
六
月
五
日
早
朝
、
戦
爆
連
合
二
〇
〇
機
の

敵
機
が
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
へ
向
か
う
と
の
情
報
が
入
る
。

遂
に
運
命
を
決
す
る
招
か
ざ
る
客
、
大
機
動
部
隊
が
銀
翼

を
連
ね
て
襲
い
か
か
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
過
去
何
十
回
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と
な
く
空
襲
の
戦
禍
を
受
け
て
い
る
私
ら
非
戦
闘
員
も
い

よ
い
よ
最
後
が
到
来
し
た
か
と
観
念
し
た
。
爆
撃
を
避
け

つ
つ
庁
舎
に
入
っ
た
上
司
主
計
大
尉
が
「
た
っ
た
今
、
司

令
部
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
が
、
第
四
砲
台
が
敵
艦
三
十
数

隻
を
沖
に
発
見
し
た
」
直
ち
に
「
千
早
二
号
作
戦
」
が
発

令
さ
れ
た
が
、「
諸
君
は
主
計
隊
と
な
り
戦
闘
す
る
が
ま

ず
書
類
の
焼
却
を
す
る
。
諸
君
の
武
運
長
久
を
祈
る
」

と
。
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
。
白
色
の
豪
軍
艦
隊

の
艦
砲
射
撃
は
一
弾
一
弾
、
ず
し
ん
ず
し
ん
と
腹
に
こ
た

え
た
。
恐
れ
て
ば
か
り
い
ら
れ
な
い
。
庁
舎
の
前
に
長
さ

三
メ
ー
ト
ル
に
幅
二
メ
ー
ト
ル
深
さ
一
メ
ー
ト
ル
の
穴
を

全
員
で
掘
っ
た
。

赤
道
直
下
の
午
後
三
時
、
じ
っ
と
し
て
い
て
も
汗
が
出

て
炎
天
下
の
労
働
と
な
れ
ば
極
熱
の
太
陽
の
直
射
で
頭
が

く
ら
く
ら
す
る
。
書
類
の
帳
簿
は
し
っ
か
り
綴
じ
て
あ
る

か
ら
、
ば
ら
し
て
燃
や
す
が
な
か
な
か
燃
え
な
い
し
大
変

な
難
作
業
で
あ
っ
た
。

十
四

転

進

翌
日
十
六
日
、
ほ
と
ん
ど
不
眠
不
休
の
経
理
部
四
十
人

は
総
員
集
合
し
、
予
め
計
画
の
ボ
ル
ネ
オ
島
奥
地
入
り
で

あ
る
。
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
を
基
点
に
マ
ハ
カ
ム
河
を
上
が

り
、
一
〇
キ
ロ
、
二
〇
キ
ロ
、
四
二
キ
ロ
、
七
〇
キ
ロ
と

集
結
地
を
設
定
し
、
サ
マ
リ
ン
ダ
ま
で
を
東
海
道
と
し
、

バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
が
京
都
、
桑
名
、
名
古
屋
、
沼
津
、
最

終
地
の
サ
マ
リ
ン
ダ
を
東
京
と
呼
び
、
と
に
か
く
、
五
十

三
次
の
駅
名
は
な
つ
か
し
い
が
苦
し
い
退
却
の
負
け
戦
で

あ
っ
た
。

米
を
一
斗
缶
に
入
れ
て

付
け
し
、
奥
地
へ
搬
入
す
る

の
は
主
計
隊
の
任
務
で
あ
っ
た
。
戦
時
中
は
何
で
も
軍
優

先
で
特
に
海
軍
は
ぜ
い
た
く
で
あ
っ
た
。
貝
柱
や
鱈
昆

布
、
大
豆
さ
て
は
桃
の
缶
詰
等
々
と
、
と
て
も
内
地
で
見

ら
れ
ぬ
味
覚
の
陳
列
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
山
越
え
川
を

渡
っ
て
背
負
っ
て
運
ん
だ
。
最
初
は
ト
ラ
ッ
ク
も
あ
っ
た

が
機
銃
掃
射
や
爆
撃
で
大
方
や
ら
れ
、
大
変
な
難
渋
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
猛
暑
で
缶
詰
が
膨
張
し
爆
発
す
る
と
い

う
自
然
現
象
が
発
生
し
、
勿
体
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
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米
も
初
め
は
靴
下
へ
入
れ
リ
ュ
ッ
ク
で
大
事
に
し
て
い

た
が
、
難
行
軍
で
だ
ん
だ
ん
減
り
、
空
腹
は
増
す
ば
か

り
。
設
営
隊
が
先
々
に
仮
の
宿
を
造
っ
て
く
れ
て
い
た
が

無
情
に
も
豪
雨
で
、
露
営
も
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
る
こ
と
も

あ
っ
た
し
、
機
銃
掃
射
を
避
け
て
大
木
の
周
り
を
ぐ
る
ぐ

る
廻
り
、
山
蛭
に
吸
わ
れ
な
が
ら
水
浴
も
し
た
。
木
陰
ば

か
り
退
避
し
て
い
る
の
で
冷
腹
で
下
痢
を
し
た
り
強
行
軍

で
足
が
だ
る
く
野
草
を
艾もぐさ
代
わ
り
と
し
て
灸
を
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。

十
五

敗
戦
よ
り
引
揚
げ
ま
で

昭
和
二
十
年
八
月
半
ば
に
な
る
と
敵
機
の
機
銃
掃
射
や

爆
撃
が
ど
う
に
も
お
か
し
い
と
思
わ
れ
た
。
そ
の
前
に
も

敵
は
ビ
ラ
を
日
本
軍
の
陣
地
に
撒
き
「
日
本
敗
戦
、
早
く

白
旗
を
掲
げ
降
伏
（
解
説
）
せ
よ
、
食
も
衣
類
も
充
分
あ

る
生
命
も
保
障
す
る
」
と
誘
惑
し
て
来
た
。

忠
勇
な
る
日
本
軍
は
デ
マ
だ
謀
略
だ
信
ず
る
も
の
か
と

ビ
ラ
を
破
っ
て
捨
て
た
。
八
月
十
五
日
の
玉
音
放
送
も
ラ

ジ
オ
不
調
で
聴
取
で
き
ず
や
っ
と
十
七
日
に
主
計
隊
長
が

声
涙
共
に
下
し
つ
つ
詔
書
の
捧
読
を
し
た
。
神
州
の
不
敗

を
信
じ
て
散
っ
た
戦
友
に
思
い
を
は
せ
誠
に
断
腸
の
感
で

あ
っ
た
。

マ
ハ
カ
ム
河
の
収
容
所
に
て
武
装
解
除
さ
れ
戦
犯
の
追

及
が
あ
り
何
と
も
不
気
味
で
あ
っ
た
。
捕
虜
生
活
の
悲
惨

さ
は
ま
ず
空
腹
で
あ
っ
た
。
引
揚
げ
の
時
の
一
帳
羅
と
し

て
大
事
に
携
行
し
て
い
た
、
な
け
な
し
の
衣
類
も
バ
ナ
ナ

や
砂
糖
の
か
た
ま
り
に
変
わ
り
、
食
べ
ら
れ
る
野
草
や
小

動
物
も
皆
食
べ
た
。

戦
犯
容
疑
者
約
三
百
人
を
残
し
、
昭
和
二
十
一
年
五
月

二
十
日
、
ボ
ル
ネ
オ
、
サ
マ
リ
ン
ダ
か
ら
マ
ハ
カ
ム
河
を

機
帆
船
に
乗
り
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
に
て
米
軍
の
リ
バ
テ
ィ

型
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ナ
ム
号
」
上
陸
船
に
て
、
昭
和
二
十
一

年
五
月
三
十
一
日
、
名
古
屋
地
方
引
揚
援
護
局
へ
入
っ

た
。
ま
ず
消
毒
で
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
粉
を
頭
か
ら
真
っ
白
に
か
ぶ

さ
れ
被
服
も
消
毒
さ
れ
た
。
六
月
三
日
、
地
域
別
復
員
列

車
に
乗
り
懐
か
し
い
故
郷
へ
帰
っ
た
。

私
は
今
八
十
六
歳
、
敗
戦
後
五
十
八
年
経
っ
た
が
、
蘭

軍
の
横
暴
で
抑
留
中
に
死
亡
の
方
は
気
の
毒
で
あ
る
が
私
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は
生
き
永
ら
え
、
余
命
い
く
ば
く
か
は
天
の
み
ぞ
知
る
。

引
揚
後
戦
友
会
も
昭
和
五
十
五
年
よ
り
始
ま
り
、
平
成

十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
に
解
散
し
た
が
、
生
死
を
共
に
し

た
先
輩
、
同
僚
の
方
々
と
親
し
く
過
去
を
語
っ
た
。
し
か

し
追
々
年
を
重
ね
、
物
故
者
も
相
継
ぎ
、
そ
れ
に
足
腰
立

た
ず
と
の
悲
報
も
入
り
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
ず
る
昨
今
で

あ
る
が
、
戦
友
の
御
多
幸
を
祈
っ
て
筆
を
擱
く
。

【
解

説
】

舞
鶴
海
軍
工
廠

明
治
三
十
四
年
十
月
、
鎮
守
府
開
庁
と
同
時
に
造
船

廠
、
兵
器
廠
、
需
品
庫
が
開
設
さ
れ
た
。

明
治
三
十
六
年
十
一
月
、
合
併
し
海
軍
工
廠
と
な

る
。大

正
十
二
年
軍
縮
の
た
め
鎮
守
府
が
要
港
部
に
格
下

げ
と
な
り
工
廠
は
工
作
部
と
な
る
。

組
織
は
総
務
、
会
計
、
医
務
、
造
船
、
造
機
、
造
兵

の
各
部
と
工
員
養
成
が
あ
り
、
主
と
し
て
駆
逐
艦
水
雷

艇
の
製
造
修
理
、
砲

、
水
雷
、
電
気
、
関
係
諸
兵
器

の
製
作
で
あ
る
。

従
業
員
は
明
治
三
十
六
年
一
三
〇
人
、
明
治
三
十
七

年
一
〇
〇
〇
人
、
明
治
三
十
八
年
四
八
〇
〇
人
、
大
正

十
二
年
三
〇
〇
〇
人
整
理
。

昭
和
十
一
年
工
廠
に
復
活
。

従
来
の
工
事
、
人
事
の
工
務
規
則
と
工
員
規
則
に
分

割
さ
れ
た
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
太
平
洋
戦
争
突
入
、
徴

用
工
員
は
増
大
し
、
戦
局
の
悪
化
に
伴
い
中
学
生
、
女

学
生
、
小
学
校
高
学
年
を
勤
労
学
徒
と
し
て
増
産
に
務

め
た
。

工
員
養
成
機
関
は
昭
和
十
年
約
一
〇
〇
人
、
終
戦
年

に
数
百
人
、
補
習
科
の
最
終
年
の
昭
和
十
八
年
は
約
八

〇
人
。

海
軍
諸
例
則

戦
前
戦
中
に
は
明
治
欽
定
憲
法
で
天
皇
の
主
権
で
統
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帥
大
権
が
あ
り
、
ど
う
し
て
も
陸
主
海
従
で
あ
っ
た

が
、
海
軍
に
は
憲
法
を
基
に
し
て
海
軍
の
辞
引
と
も
い

う
べ
き
諸
例
則
が
あ
っ
た
。

第
一
巻

憲
法
皇
室
官
制

第
二
巻

雇
員
傭
人

第
三
巻

海
軍
区
艦
船
兵
器
航
空

第
四
巻

徴
発

艦
隊
も
開
戦
時
に
は
十
五
艦
隊
あ
り
、
そ
れ
を
ま
と

め
た
の
が
連
合
艦
隊
で
あ
っ
た
。

特
設
海
軍
経
理
部
は
各
艦
隊
に
所
属
す
る
官
庁
で
、

経
理
部
長
は
艦
隊
司
令
長
官
の
幕
僚
と
し
て
艦
隊
主
計

長
を
兼
務
で
官
庁
の
長
で
あ
っ
た
。

経
理
部
は
憲
法
、
会
計
法
、
会
計
規
則
、
海
軍
会
計

規
程
に
基
づ
き
会
計
処
理
を
し
た
。

私
は
実
戦
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
神
経
戦
で
あ
り
ス

パ
イ
戦
で
あ
っ
た
。

軍
の
書
類
も
内
令
提
要
の
赤
表
紙
本
で
定
め
ら
れ
、

秘
密
の
順
位
も
軍
機
、
軍
極
秘
、
極
秘
、
秘
と
あ
っ

た
。

降
伏

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
終
戦
時
の
海
軍
勢
力
は

艦
船
約
八
〇
〇
隻
、
七
四
万
ト
ン
、
作
戦
可
能
二
〇
〇

隻
、
約
五
〇
万
ト
ン
、
航
空
機
六
〇
〇
〇
機
、
人
員
二

四
二
万
人
の
多
数
で
、
南
方
方
面
、
ジ
ャ
ワ
、
ボ
ル
ネ

オ
、
セ
レ
ベ
ス
、
モ
ル
ツ
カ
等
で
、
五
万
二
〇
〇
〇
人

は
陸
軍
と
協
同
で
作
戦
戦
闘
中
で
あ
っ
た
。

私
が
現
実
に
目
撃
し
た
点
で
は
、
昭
和
二
十
年
五
月

ボ
ル
ネ
オ
東
部
タ
ラ
カ
ン
第
二
警
備
隊
の
戦
友
が
、
九

月
初
旬
「
Ｐ
」
の
マ
ー
ク
の
つ
い
た
服
を
着
せ
ら
れ
、

生
き
残
り
五
七
〇
人
（
最
初
の
戦
闘
員
は
二
五
〇
〇

人
）
が
集
結
地
サ
マ
リ
ン
ダ
へ
合
流
、
別
の
キ
ャ
ン
プ

へ
収
容
さ
れ
た
。
こ
こ
に
も
生
き
た
英
霊
が
存
在
す
る

の
を
実
感
し
た
。

終
戦
後
の
悲
劇
は
多
い
が
誠
に
口
惜
し
か
っ
た
の
は

蘭
軍
の
一
兵
士
が
日
本
の
海
軍
の
特
務
少
尉
（
元
冠
の

時
の
勇
士
村
上
水
軍
河
野
通
有
の
子
孫
）
を
欠
礼
の
廉

で
自
動
小
銃
で
腹
部
を
撃
ち
死
亡
に
至
ら
し
め
た
。
余

り
に
も
腹
立
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
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